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報道関係者各位                               株式会社ホームロジスティクス 

スワップボディコンテナ中継輸送 

トライアル実施 
 

株式会社ホームロジスティクス（本社：札幌市北区 代表取締役社長：五十嵐 明生 以下：

ホームロジスティクス）並びに富士運輸株式会社（本社：奈良県奈良市 代表取締役社長：松

岡 弘晃 以下：富士運輸）は、去る３月６日（水）に、コネクトエリア浜松（静岡県浜松市）にて、

スワップボディコンテナを活用した中継輸送のトライアル運行を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈本リリースに関するお問い合わせ先〉 

株式会社ホームロジスティクス 社長秘書兼広報 (担当：小久保、正岡) 

TEL: 03-6741-1221 FAX：03-6741-1271 

今回のトライアル運行開始式典では、 

中継地点のコネクトエリア浜松にてスワッ

プボディコンテナを切り替える様子をマス

コミ各社に間近でご覧いただきました。 

 

式典の最後では、今後のドライバーの

労働環境改善に繋がることを期待して、

各協力企業の代表者の皆様によるテー

プカットが行われ、中継輸送開始の門出

を祝福しました。  

 トライアル運行を開始として、今後はコ

ネクトエリア浜松を中継地点とする関東

DC（埼玉県白岡市）と関西DC（兵庫県神

戸市）間の中継輸送を本格的に運用して

いくことになります。 

  

スワップボディコンテナを活用した中

継輸送を開始することで、ドライバーの

負担を軽減させ、働き方改革や女性の

活躍にも繋げていきます。  

  

ホームロジスティクスは今後も物流業界で働く人達に優しい環境の実現を目指して、改善・ 

改革の取り組みをより一層加速させていきます。 

 

 

 


